
問
鉄
道
高
架
事
業
は
、
駅
南
北
交
通
の

円
滑
化
や
沼
津
駅
周
辺
の
活
性
化
に
資
す

る
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
が
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
開
通
に
伴

う
市
内
へ
の
車
数
の
減
少
や
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
自
家
用
車
保
有
台
数
の
減
少
に

加
え
、
市
立
病
院
東
側
へ
の
大
型
店
舗
の

郊
外
出
店
等
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
が
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
①
多

額
の
費
用
を
投
資
し
て
本
事
業
を
進
め
る

意
義
は
。
②
財
源
の
見
通
し
は
。
③
駅
周

辺
の
商
店
街
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め

の
施
策
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長
／
①
本

事
業
は
、
本
市
の
中
心
市
街
地
が
抱
え
る

問
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や
地
域
の
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
新
制
度
が
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
る
が
、
①
新
制
度
へ
の
移

行
に
伴
い
設
置
さ
れ
る
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
が
担
う
役
割
は
。
②
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
そ
の
体
制
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
子
供
の
保
護
者
の
ほ

か
、
大
学
講
師
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員

と
い
っ
た
学
識
経
験
者
等
、
計
十
二
人
で

構
成
さ
れ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
を
初
め
、
子
ど
も
・
子
育
て

交
通
環
境
や
南
北
市
街
地
分
断
の
問
題
を

抜
本
的
に
解
消
し
、
県
東
部
地
域
の
拠
点

都
市
を
形
成
す
る
た
め
に
効
果
的
な
事
業

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
②
経
費
の
節
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
・
県
支
出
金
や

市
債
の
適
正
な
活
用
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

③
駅
周
辺
の
商
業
の
維
持
・
発
展
を
図
る

た
め
に
、
本
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
と
合
わ
せ
て
、

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
や
既
存
の
商
業
等

の
集
積
を
活
用
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
生

活
環
境
を
提
供
す
る
都
市
機
能
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
合

わ
せ
た
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
中
心
市
街

地
の
形
成
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

支
援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
必
要
な
事

項
及
び
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

す
る
。
本
会
議
は
、
子
育
て
施
策
が
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

担
保
す
る
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。
②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
六
年
九
月
ま
で
に
概
要
を
取
り

ま
と
め
て
県
に
提
出
し
、
平
成
二
十
七
年

三
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
策

定
体
制
に
つ
い
て
は
、
副
市
長
を
委
員
長

と
す
る
策
定
委
員
会
等
を
設
置
し
て
計
画

原
案
の
作
成
・
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
提
示
し
、
会

議
で
の
意
見
を
本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

殿
岡

　修

山
下
　富
美
子

鉄道高架事業を進めることによる
市民への影響は子ども・子育て支援に対する取り組みは

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

［
個
人
質
問
］二月
定
例
会
で
は
、
十
三
人
の
議
員
が

市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

鉄
道
高
架
の
市
民
へ
の
影
響

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

日程 議員名 主な質問項目（太字掲載） 掲載頁

3
月
４
日

殿岡　　修 鉄道高架の市民への影響、原の帯笑園のあり方 ８

山下富美子 子ども・子育て支援 ８

梅沢　　弘 鉄道高架事業、観光振興政策 ９

梶　　泰久 地域防災、消防団、メンタルヘルス対策 ９

岩崎　英亮 定住人口の増加、まちづくり指標、スポーツ振興、
地震被害想定 ９

伊藤　正彦 人口減少対策 ９

渡邉　博夫 市東部の地域振興、商業振興、環境対策、土地利用、
市民後見制度 10

片岡　章一 90 周年記念事業総括、新公会計制度対応、ネット依存対策 10

長田　吉信 読書活動の推進、障がい者支援としてのヘルプカード導入 10

頼重　秀一 孤立集落対策、液状化対策、火山防災対策、広域道路網整備 10

3
月
５
日

髙橋　達也 ことばの教室、要援護者リストの平時利用 11

加藤　明子 応急手当て普及啓発、ＡＥＤのコンビニ設置、ふるさと納税制度 11

山崎　勝子 子ども・子育て支援新制度、保育の公的責任 11
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問
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
の
、
東
駿
河

湾
環
状
道
路
一
部
開
通
に
伴
う
本
市
へ
の

影
響
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
平
成
二
十
六
年
二

月
十
一
日
に
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
一
部

の
区
間
が
供
用
開
始
さ
れ
、
東
名
高
速
道

路
や
新
東
名
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
の
伊
豆
方
面
へ
の
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
南
部
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図

ら
れ
る
一
方
で
、
沼
津
港
周
辺
や
、
中
心

市
街
地
へ
の
来
訪
者
の
影
響
を
懸
念
す
る

声
も
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
、
沼
津
港

な
ど
、
本
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
さ
ら
に
、

来
訪
の
目
的
地
と
し
て
、
魅
力
を
高
め
て

問
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た

が
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
た
全
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
た
め
の
施
策
は
。

答
教
育
次
長
／
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

は
、
平
成
十
六
年
に
策
定
し
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
本
計
画
の
策
定

か
ら
十
年
が
経
過
し
、
平
成
二
十
五
年
度

で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
の
内
容
は
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
な
ど
、
主
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
人

に
注
目
し
た
内
容
で
あ
っ
た
が
、
現
在
策

問
災
害
発
生
や
非
常
時
の
対
応
に
、
現

場
へ
誰
よ
り
も
早
く
駆
け
つ
け
る
消
防
職

員
や
消
防
団
員
は
、
そ
の
職
務
を
通
じ
て

惨
事
ス
ト
レ
ス
と
言
わ
れ
る
極
め
て
高
い

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い
環
境
下
で
業
務

を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
医
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

惨
事
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
し
て
、
消
防

職
員
及
び
消
防
団
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
対
す
る
考
え
と
そ
の
対
応
は
。

答
消
防
長
／
災
害
時
に
お
け
る
惨
事
ス

ト
レ
ス
対
策
は
、
隊
員
同
士
が
素
直
に
自

分
の
気
持
ち
を
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
る

問
本
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
以
降

の
地
区
別
世
帯
数
と
人
口
の
推
移
は
、
海

岸
に
近
い
地
区
ほ
ど
高
い
減
少
率
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
人
口
減
少
に
対
す
る
認

識
と
対
応
は
。

答
企
画
部
長
／
本
市
の
自
然
動
態
と
し

て
は
平
成
十
七
年
度
よ
り
死
亡
数
が
出
生

数
を
上
回
り
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
地
区
別
の
人

口
推
計
で
は
、
大
震
災
以
降
、
戸
田
、
静

浦
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
片
浜
な
ど
の

沿
岸
地
区
で
減
少
幅
が
大
き
く
な
る
一
方

で
、
第
一
地
区
で
は
増
加
し
、
愛
鷹
、
金

岡
、
浮
島
、
大
岡
な
ど
の
内
陸
地
区
で
は
、

小
さ
な
減
少
幅
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
関
係

者
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
も
と
、
一
層
の

情
報
発
信
等
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
沼

津
駅
か
ら
沼
津
港
へ
の
回
遊
性
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
さ
ん
さ

ん
通
り
を
初
め
と
し
た
、
狩
野
川
堤
防
沿

い
の
コ
ー
ス
な
ど
、
バ
ス
は
も
と
よ
り
、

徒
歩
、
自
転
車
で
の
移
動
が
可
能
な
幾
つ

も
の
魅
力
的
な
ル
ー
ト
を
、
来
訪
者
に
さ

ま
ざ
ま
な
選
択
肢
と
し
て
示
す
と
と
も
に
、

沼
津
駅
と
沼
津
港
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
支
援
、
お
も
て
な
し
の
観
点

か
ら
の
沼
津
駅
前
に
お
け
る
観
光
案
内
の

充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

定
中
の
基
本
計
画
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

人
に
加
え
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦
等
、

指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
に
も
注
目
し
、

全
て
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
活
動
は
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
行
え

る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
育

館
な
ど
の
公
共
施
設
や
学
校
体
育
施
設
の

整
備
を
計
画
的
に
行
い
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
の
整
備
、
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

活
動
終
了
後
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
、
い
ち
早
く
惨
事
ス
ト
レ
ス
の

ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
が
組
織

す
る
緊
急
時
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
派
遣
を
要
請
し
、
よ
り
専
門
的
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

惨
事
ス
ト
レ
ス
緩
和
や
ス
ト
レ
ス
障
害
の

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
毎
年
四
月

に
消
防
団
員
教
育
研
修
会
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
二
十
五
年
度
は
、
分
団
長
以
上

の
幹
部
職
員
に
対
し
、
具
体
的
な
惨
事
ス

ト
レ
ス
緩
和
対
策
に
つ
い
て
合
同
研
修
を

実
施
し
た
。

地
区
別
の
世
帯
数
の
推
移
で
は
、
大
震
災

以
降
、
第
二
、
第
三
、
片
浜
地
区
の
世
帯

数
が
、
こ
れ
ま
で
の
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
津

波
等
に
対
す
る
市
民
の
不
安
が
人
口
減
少

に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
津
波
浸
水
域
と
県
第
四
次

被
害
想
定
の
正
し
い
情
報
を
繰
り
返
し
説

明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
地
震
・
津
波
対
策
を
初
め
、

子
育
て
環
境
の
充
実
や
、
特
色
あ
る
教
育

環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確
保
や
ま
ち
な
か

居
住
の
推
進
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
よ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
定
住
人
口
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

梅
沢

　弘

岩
崎

　英
亮

梶
　泰
久

伊
藤
　正
彦

東駿河湾環状道路一部開通に伴う
本市への影響は

全市民がスポーツにかかわるための
施策は

消防職員等のメンタルヘルス対策に
対する考えは

東日本大震災以降の人口減少に対する
認識と対応は

観
光
振
興
政
策

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

ス
ポ
ー
ツ
振
興

人
口
減
少
対
策
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